
3

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
時
点
で
、

65
歳
以
上
の
15
％
、
お
よ
そ
７
人
に

１
人
、
462
万
人
が
認
知
症
で
あ
り
、

「
軽
度
認
知
障
害
」
と
呼
ば
れ
る
予

備
軍
が
約
400
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
門
市
で
も
、
介
護
保

険
の
認
定
者
（
要
支
援
・
要
介
護
）

の
中
で
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ

（※）
以
上
の
人
は
６
割
を
占
め
、
何
ら

か
の
支
援
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（※）
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ

　

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う

　

な
症
状
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が

　

多
少
見
ら
れ
て
も
、
誰
か
が
注
意

　

し
て
い
れ
ば
自
立
で
き
る

認
知
症
は
脳
の
病
気 

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
原
因
と
し

て
は
５
〜
６
割
を
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
が
占
め
、
次
に
、
脳
血
管

性
認
知
症
が
２
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

主
な
症
状

・
体
験
や
出
来
事
全
体
を
忘
れ
て
、

　

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

　
（
例
：
食
事
し
た
こ
と
を
忘
れ
る
）

・
人
、
時
間
、
場
所
が
分
か
ら
な
く

　

な
る
こ
と
が
あ
る
（
例
：
季
節
に

　

合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い
る
。
家

　

の
場
所
が
分
か
ら
ず
戻
れ
な
い
）

・
忘
れ
た
こ
と
の
自
覚
が
な
い

早
期
発
見
・
早
期
受
診
・
早
期
治
療

が
決
め
手　
　
　
　
　

　

他
の
病
気
と
同
じ
く
、
早
期
に
発

見
し
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
症

状
や
状
態
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
家
族
や
周
囲

が
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
て
も
、
自

分
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

不
安
は
大
き
く
、
受
診
に
消
極
的
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

専
門
の
精
神
科
や
神
経
内
科
へ
の

受
診
が
一
番
で
す
が
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
す
る
こ
と
で
専
門
医
の
受

診
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
受
診
の
際
に
は
日
頃
の
状
態
が

よ
く
分
か
る
人
が
同
伴
し
、
医
師
に

様
子
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
１
人
に
な
り

ま
せ
ん
か

　
「
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か
ら
な

い
」
は
間
違
い
で
す
。
本
人
や
家
族

が
一
番
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
助

け
に
な
る
の
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」（
応
援
者
）
で
す
。

長
門
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
約

３
、１
０
０
人

　

市
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
す
る
講
座
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
）
を
平
成
18
年
か
ら
地
域

の
サ
ロ
ン
や
各
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
を

対
象
に
開
催
し
、
平
成
25
年
３
月
末

現
在
、３
、１
１
４
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
応
援
者
が
い
る

ま
ち
に
す
る
た
め
、
市
で
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
派
遣

を
無
料
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師

派
遣
や
認
知
症
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

９ 月 は 認 知 症 予 防 月 間
認知症について正しい理解を

認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守ることの
できる地域をみんなでつくりましょう。

▲養成講座のようす

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
身
近
に
役

立
つ
情
報
や
家
族
の
思
い
を
届
け

ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
申
込
不
要
・

入
場
無
料
）
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■
と
こ
ろ　

長
門
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

大
講
堂

■
定　

員　

400
人

■
内
容

・
体
験
発
表
「
家
族
の
思
い
を
つ

　

な
い
で
」

　

発
表
者　

南
部
道
夫
氏
（
長
門

　

市
認
知
症
を
支
え
る
会
「
ゆ
や

　

つ
つ
じ
の
会
」（
家
族
の
会
）
副

　

会
長
）

・
講
演
「
認
知
症
が
心
配
に
な
る

　

症
状
と
地
域
で
支
え
る
方
法
」

　

講
師　

川
井
元
晴
氏
（
山
口
大

　

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
神
経

　

内
科
学
准
教
授
・
医
師
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
１
５
７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
４ ▲川井元晴氏

認
知
症
市
民
公
開

講
座
開
催
！


